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異っているO 叉我々の数値では19才以下に於て淋巴腺形成のない肺の初感肺が認められないが Prag

叉 Arnsterdam′では比較的多数にみられているOI

初感染時に於ける肺茨肺門部淋巴静内の病巣形成は,従って年令的に多少とも人種的環境的な相違が

詔戒)られるO

か ような年令的及人種的な相違は Americaの New･Yorkに於ける Medlarの結核屍に於ける癖

究成績 よりも明らかに知 t)得る,即ち淋巴腺に病変を認めない結核屍は10才以下の小党にでは約7.9%,

黒人2.7%であるに対して16才以上に於ては之 ら白人27.5%,黒人11.1%であることが示されている.こ

の成績は黒人は白人一よりもか様な淋巴腺形成を伴わない肺の初感染が 比較的少いことを示すものであ

るOか様な結核屍に於ける研究成績 と非結核屍が大部分を占める我々の成績とな比較することは甚だ

肉難であるけれどもMedlarの数値は,小鬼に於ては初感染的に淋巴腺病巣形成を有しないものが比

較的少数であることを示すものであり,か棟な傾向は既に我}{の成績か らも薪推せられる朗であるO

結 論

1)京都市内変死者264例中210例の解剖学的結核症に於て,肺に於ける定型的な初感染群形成を認め

るものは67%にて,淋巴腺巣形成を伴わない肺の結核初感染が約 17%に於で認められた｡ 更に肺の

初感染巣が不明にて吸収せ られたと考えられ,淋巴除形成のみが認められる場合が約 15%に於てみら

れた0

2)19才以下の若年者に於ては初感染群形成が定型的に見られる｡ この場合淋巴除巣の庇冥大以上

の大きいものが見 られろことが比較的多いo 即ち第 2期型-の傾向がみられる0

3) これに反して20才以上の青壮年では淋巴腺病巣を伴わない肺の,結核初感染 (3期型動感巣)が
みられるようにな り淋巴腺巣は小さいものが多 くなる40才以上の高年者では3期型初感染が槍加し,淋

巴腺巣の大きいものが見 られる割合が他に比し少ない.

本訴布に際 して文部省科学祈究費補助金を受けたのは対 し深 く謝膚 を表す｡
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1,緒言. ッ反磨検査或は他の諸種の検診によi)･締核確患状態の状況,若 しくはその推移が,次第L,'L明らかにさ

れて凍たO これと共t/I,現在肺轄核症の発生縫路に関する臨床診断学的研究も旺んであるが,これを正確な病理解剖

学的所 見の集計 と対照研究 したものは極めて少ない｡

私達は,1949年凍,京都.irl'内の変死肴について,その概ね極めて微小な帝核病巣の病理解剖学的研究を行ってい る
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が,その帯果を同市-A般佳民に於げろツ反磨集閣検診成績に比鞍 して,帯核羅息欺態を槍討 し度い0

2,研究成練.1荊坤解剖学的研究の対象は,1949年 より1951年に到る京都市内の変死者 264例であって,これは⊥

して非結核屍であ り,自殺及び災害によるものであるO私達は,これら変死者の解剖 後 ,各種臓器の解剖学的帝核を

詳細に探究 した｡その うち結核病選を有する例の年令別分布は第1未の通 りである｡

第 1表 意都市内変死者 (1949-1951)にみられる解剖学的締核症の年令別分布｡

年 令. 0′-1415～19I20～24T25(.29ー30～34b5"39ー40～44ー45" 49i- 50′}5455._5960以上

検 査 例 数 8 16 63 47◆ 26 17 21 ll 10 19 25

19/41剖学的倍核症例数(百分率) 3 10 47㌔ 37 23 15 18 ll 10 15 ･21

即ち,解剖学的結核症は20才迄の小乱用及び青春 !-UHIて於て急激に上昇 し,以後50才迄漸輔 し,後減少傾向を有 して

いる｡又各牛耳暦に於げろ解剖学的帯核症の初感染後の経過或は髄核感染危険率を推F,宣するために,淋巴腺病巣の姉

刑学的性状を乾酪北 ,白窒化,一部牝石,並に化石の四種i･7:分けて追求 した｡
l

淋巴腺病巣を認めなかったタ解剖学的箱核症に於ては,肺の初感染展或は肺に於ける最も旧い病展について以上の如

き四稗の病変を分顛 した｡第2表はか ような関係を示すものであるO

第 2表｡令年令暦に於げろ解剖学的新藤

症の初感染群の性状

-if=- % 例 数 初 感 染 群 の 性 状

乾酪イ畑｣1撃牝 ヒ 常北T.-_些 "_I_車__
0′}19 13 2 0 1 10

20′ー39 122 73(60%)

楓て,淋巴腺農に乾酪他を認めるものは,初感染後

死亡迄あ経過が概ね短い ことが推定せ られ,白票イセ或

は′化石を伴 うものは,その名賀過が比較的長い ことが考

え られるo

従って,節 2表に示せる細く,淋巴腺に乾酪イセを有

するもの 割ゝ令が,膏壮年期以後に於てや 高ゝ率を占

めることか ら,京都-lfT内に於 ては給核初感染が , 舵-if'-

高率 に惹き起されつ ゝあるものと判断することが出凍

るo

次 に上の株に鮪剖学的帯核症に於て知 り餅た事実 と比較するために,1949年度及び 1950年度の京軌 fl一円一般ni民

及び人 口約一万五千人の-町及び圭 として農村地方を管轄する,滋賀願八幡保健所管内の一般住民に於げろツ戊腐検

診1成績を示せば第 3表の通 りである｡

第 3表 京都1'fJ-(1949-1950)及び滋賀願八幡保健所 (1950)一般住民のツ反磨

陽性率並びに感染危険率(忘 )の標準陽性率

I1949.1950京 都 -lTT _氏(検充琴人員 27585) 1950 ■八 幡 保 健 所(検査総人員 17900) 感染免除卒去 の標準陽性準11

検査人員 ツ陽性強弓ツ陽性卒検査人員 ツ陽性一斉 ツ陽性 率 : a/?

15′ー19 3429 2071t- -弓60.4 4671 1090 23.3 . 60

20ノー24 3789 2671 i70.5 4093 1408′ 34.4 】 69

25～29 2614 p-1888】72.2 3540 .1493 42.2 76

35-39 1348 1100 81.6 885 314 35.5 86

45ノー49 805 674 83.7 825 324 39.3 92

50～54_ 562 456riiT 433 192 44.3 94

55ノー59 305= 逐 t亙204⊆73.9 421 227･53.9 95
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以上を比敬すれば,解剖学的矩核症の年令別分布は ｢克 ツ｣の示すそれ!/{数似するが成分高い値を示 してい るO叉

｢八幡ツ｣の年令分布が示す如 く地方の町村で は帯核旺感染者が締めて少ない ことを 知 り程 るo これ等 の関 係は

第 1図で示 されてい る｡

節1図 二京都†耐酸剖学的帝核症並びに末朝川(,及び

八幡保=健所得内住民ツ反磨

3,考察C, 佃剖学的緯核症の頻度の年令による変牝は Schiirmaunの研究部華中に見出されるが,その頻度は18才

迄が58%ほて,以複は19-30才が91%,31-50才が92%,51-65才が89/a/〟,66--80才が 95%,81-91才が 98クあであ

り,我 々の成績に比 し棒めて高い頻■度を示 してい るo

sLraubの研究 (第 4表)では,多少解剖学的給核症 とツ反鷹 との関係が知 り得 られるものである｡

印ち解剖学的結核症が我 々の成績

よりも多い地方(Prag,AmsLerdaJll)

では ｢ツ陽性率｣も高い とい う関係

を うかがい得 るものである｡然 し解

剖学的結核症 と ｢ツ｣陽性者の頻度

の示す関係は,酷核病巣を発見す る

ためにどのような粘暑さを以て解剖

せ られたか,或はツ反鷹の検査方法

千,ツ液の濃度等によって異るもの

と考えられる｡

官4表 ッ反雁陽性率 と成人19'年剖学的結核症
に閑Tる SLrallbの成騎

一 二二 三 三 二 _
我 々の病理解剖学研究方法は極め

て精密であるが,解剖学的緯核症 とした病理学的変似 ま,乾酪北 ,自重北乃至石衣牝を示すものであ り,疲痕性病巣

は確実に締核性病変の準帰であるか どうかを決定することが困難であるため･之を解核性病変の判定か ら除介 したの

であるo

従って/J､さい緒核病巣が癖痕性の鰭癌を営なむか,全 く吸収せ られた揚倉には,我 々の解剖学的帯核症の例か ら除

外せ られてい る訳である｡それ故L/{我 々が解剖学的締核症 として示 した数値は実際の結核感染を示す数倍 よ りも蔑分

低い ものであると言 うことが出来 るのである｡

･それに しても倍我 々の ｢解綜｣が示す所の年令線は ｢京 ツ｣の示すそれL/{頻似 していて,しかも各年令に於て残分

高い値を示 してい るのであるe これは癖痕性乃至吸収性治癒L,{導かれ病 理学的には殆んど検 出し掃い よ うな極後景

の倍核感染の揚倉には勿論の こと,棉めて′J､さい綜核病巣'殊 に /掴 己酪農が石衣牝 し完全に被包他せ られ病奥内に於

て帝核常が殆んど滑滅する場斜 ては ｢ツ反磨｣が陰薄することを 暗示す るよう!,7:考え られるO 帥ち臨床的には初感
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染と考え揮 る場 合にも実際に於ては (或は解剖 学的には)列衆性再感鞄であることがあ り得 る訳である｡

｢､ブ反麿｣の陰極は虹に本研究所の内藤博j二により指摘せ られ,更に ｢ツ反鮮｣が桧鞄後列衆性再感染が現れた揚

合には初感染 と誤ることがあ り4,7-･ると主張 しているo

最近重枚氏は若年一着に於て,叉新陽性者に於て;更iIて感染頻度の低い農村に於て ｢ツ反磨｣は陰極率が高い ことを

テ怖常 しているが,このことは我々の ｢臨床的には初感染 と考えられる場合にも鯛剖学弧には列爽惟再感染である場令

が仔証 し,又肺の解剖学的初感染艶の うちには,実際には初感染巣が完全に (疲痕惟或は吸収性に)怜癒 した襟に於

ける外務性再感染である場合が布衣するのではなかろうか｣との考えを素書するものであると考える｡

歳後に,第 2未か ら坤解せ られる如 く,差都.■T1-に於げろ解剖学的帝核症では,初感染後経過の比較的難い ものが,

高年者に於ても可成の原皮に於て認められることは,若年Iktてては乾酪牝の状態を示す初感染群が極めて多い (18才

以下63%岡氏)か,或は多い傾向を示す (18才以下59% Schiirmann)とい う従,衆の研究ほては知 られていなかった事

実である｡ このことは勿論変死者の解剖学的帯核症は,催展者が死亡する場合が多い散に,解剖材料の対象として柿

:核碇を有することが多い析死のう陪巣 と異なる属によるものであろうO

さて ｢解緒｣及び ｢克ッ｣の元す曲線は,生後引続 き蛸 の感染触 奉(忘)の中t,{あると併 走した- に抑 ナろ
感染陽性率の増加を示す所･の標準曲線 (第 1図)にほ 戴ゞ似 してい る0

番2表の19才以下の初感染の乾酪化せるものが15roとい う伯から,今候に初感染後乾酪牝に留まる期間が約 3ヶ年
1

とせば 1ケi榊 の感染免除率が 5%如ち--W となる訳であるO総て上蓮の標準曲線に一致するものとなるが,実際オL'
双沈着や牝石trl.硯は更に阜 期に起るものであるか ら,19才以下の年令榔 て於ぼる動感群の乾酪牝が15%とい う仰2表

の伯は,健康丑の死亡することが多い変死者を対象としたものであることを考慮すれば,推論的には決 して低過ぎ る

柏 とは云い得ないだろ う｡ この勢他に比 し,20才以上の年令にて乾酪化の状態に留まる初感染群が多い とい う節2表

の数個は,清聴隼期以後に於ても可成 り粁If亥翻感染の存在を示すものである0

緒 的

1, 韮都了rT内変死者の解剖学的帯核症の陽性卒は,二京都1rJ--穀住民のツ反歴陽蒋率の示す年令曲線に柚めて顛似す

るが,蔑分それ よりも高い数値を示すものであるo 之劉 - れも感染危険率忘 の競合の陽性:Kの細 る別 線に近

似 している0

2, ′卜言い結核病巣が完全棺癌に向 う場合にはツ反腔が陰準するこ とが考えられる｡ 腎腫裾 ては 初感染 と考え持

る場合にも,解剖学的には再感染であることがあ り得 る0

3, 兼都-1flの変死者に於ては,′ト見及び青春期のみならず,青批年及び高年者に於ても比幣的新 しい締核初感染が

みられる｡ ▲ ■

本研究に際 しては,文部省の科学研死嚢補助金を得た｡

1949-1950年,義郡7f卜一般住民､ソ反麿成績は克都1rr衛_JkF03にて集計せ られたものであ り'内藤催--,Li課長の好意

により記載することが出奔た｡ 滋賀願八幡保健所管内のそれは式部俊常肝長の好意により記戟することが出奔

たものである｡両氏に対 して搾.く感謝す｡
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